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建 築 工 事 特 記 仕 様 書 

１．図面、特記仕様書及び建築工事特記仕様書に記載されていない事項は、【公共建築工事標準仕様書

（建築工事編）平成 31 年版】（以下「標準仕様書」という。）による。 

２．特記仕様 

１）項  目  取り消し線【―】印のあるものは適用しない。 

２）特記事項 １ ◯・印のついたものを適用する。 

       ２ ◯・印のない場合は、※印のあるものを適用する。 

       ３ ◯・印と◯※印のある場合は、共に適用する。 

           ４ ( )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 
 

項   目  特   記   事   項 

１章 各章共通事項 
   

１． 適用基準等 

 

 

 

 

２．設計図書の優先

順位 

 

 

 

 

 

３．電気保安技術者 

 

 

４．発生材の処理等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．材料の品質等 

 

 

 

 

 

 

(1.1.1) 

 

 

 

 

 

 

(1.3.3) 

 

 

 

 (1.3.11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1.4.2) 

・ 建築工事標準詳細図（平成 28 年版） 

・ 営繕工事写真撮影要領(平成 28 年版)による工事写真撮影ガイドブック  

建築工事編及び解体工事編（平成 30 年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修     

・ 営繕工事写真撮影要領（平成 28 年版） 

 

設計図書間に相違がある場合、設計図書の優先順位は次の１から５の順

番のとおりとし、これにより難い場合は (1.1.8)による。 

１ 工事に関する説明書及びこれに対する質問回答書 

２ 仕様書、特記仕様書、建築工事特記仕様書 

３ 図面 

４ 標準仕様書 

５ 設計書 

※ 適用しない  

・ 適用する （ ・ 事業用電気工作物  ・ 一般用電気工作物） 

 

・ 引渡しを要する（               ） 

※ 引渡しを要しない（特記仕様書の「建設発生土及び建設廃棄物」による） 

※ 有価物（スクラップ等有償で売却できるもの）は自由処分とする 

アスベスト含有建材の撤去 ・ 有（         ） ・ 無 

アスベスト含有建材を撤去する場合は、公共建築改修工事標準仕様書（建築

工事編）平成 31 年版 9 章環境配慮改修工事による 

  

 

 

 

 

１ 材料 

工事に使用する材料は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等の

ものとする。ただし､これらと同等のものとする場合は､設計図書に定め

る品質及び性能を有することの証明となる資料を提出し､監督員の承諾

を受ける。 

２ 材料の品質・性能証明の省略 

使用する材料が（社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業」の評価を受けたもの又は (財)ベターリビングの「公共住

宅用資機材品質性能評価事業」の評価を受けたものである場合は、評価

書の写しを監督員に提出することにより、標準仕様書第１篇第１章第４

節 1.4.2(2)の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省

略することができる。 

新築工事の工事現場から排出される石膏ボードについては、建

設副産物適正処理推進要綱に従い、石膏ボードの製造に携わる者

による端材の収集、運搬、再資源化及び利用に向けた取組に、で

きる限り協力するよう努めること。 
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６．化学物質の濃度

測定 

 

 

７．環境への配慮 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1.5.9) 

 

 

 

 

 

 

 

次の室の室内濃度は別表 1-1,2 により測定し、その結果を監督職員に提

出する。 

測定対象室及び測定箇所数（                    ） 

 

化学物質を放散する建築材料等 

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の

品質及び性能を有すると共に、次の１)から５)を満たすものとする。 

１) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及

び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないも

のとする。 

２) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド又はスチレンを放散さ

せないか、放散が極めて少ないものとする。 

３) 接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタン酸ジ－２－エチルヘキ

シルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、ア

セトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させな

いか、放散が極めて少ないものとする。 

４) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

放散させないか、放散が極めて少ないものとする。 

５) １、３及び４の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台  

その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極め

て少ないものとする。 

   また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとお
りとする。 

ホルムアルデヒド放散量規制対象外に該当する建築材料 

１．ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品 

２．建築基準法施行令第 20 条の 7 第 4 項による国土交通大臣認定品 

３．下記表示のあるＪＡＳ適合 

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用 

b. 接着剤等不使用 

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用 

d. ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用 

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用 

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用 

ホルムアルデヒド放散量第三種に該当する建築材料 

１．ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品 

２．建築基準法施行令第 20 条の 7 第 3 項による国土交通大臣認定品 

３．旧ＪＡＳのＥo 品 

４．旧ＪＡＳのＦco 品 

 

８．施工中の安全管

理 

 

 

９．特別な材料の工

法 

 

10．統括安全衛生責

任者の指名 

    接着剤及び塗料の塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理

し適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時,施工後の通風、換気を

十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外に放出させる。 

 

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受

けて、当該製品の工法によることができる。 

 

・ 労働安全衛生法第 15 条に基づく指名を行う 
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11．技能士 

 

(1.5.2) ・ 適用する    ◯・ 適用しない 

 工事種別 適 用 種 別 工事種別 適 用 種 別  

鉄 筋 ・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)  ALC パネル ・ＡＬＣパネル施工 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
・型枠施工 

・コンクリート圧送施工 

木 ・建築大工 

左 官 ・左官 

鉄 骨 ・とび    
金 属 

・内装仕上げ施工 

（鋼製下地工事作業） 

防 水 

・防水施工 
(･アスファルト防水・ウレ
タンゴム系塗膜防水・合成
ゴム系シート防水・アクリ
ルゴム系塗膜防水・シーリ
ング防水・塩化ビニル系シ
ート防水)の各工事作業 

塗 装 ・建築塗装作業 

建 具 

・サッシ施工 
・ガラス施工 
・自動ドア施工 

内 装 

・内装仕上げ施工(・カー
ペット系床・プラスチッ
ク系床・ボード)の各仕
上げ工事作業 

・表装（壁装作業） 

ブロック ・ブロック建築 

石 ・石材施工(石張り作業) 

タイル ・タイル張り 

屋根及び 

とい 

・建築板金（内外装板金作業） 

・かわらぶき 

植 栽 ・造園 

カーテンウォール ・金属カーテンウォール施工 
  

12．設備工事との取

り合い 

  

13．完成時の提出図

書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．電子納品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1.7.1) 

 

(1.7.2) 

 

 

 

 

 

(1.7.3) 

施工範囲は ・ 工事区分表による 

      ・ 図示による（・ 仕上表 ・         ） 

  

完成図       ※ 作成する  ・ 作成しない 

保全に関する資料  ※ 作成する  ・ 作成しない 

完成図の作成方法  ※ 設計図（発注図）を修正する 

・ 既存現況図を修正する 

（完成図はＣＡＤデータ又は第２原図を修正して作成する。） 

原図（完成図）   ・ 提出する（１部） ※ 提出しない 

（原図（完成図）はトレーシングペーパーで提出する。） 

複写図    ・ 提出する（  部）  ※ 提出しない 

保全に関する資料 

・ 建築物等の保守に関する説明書  ・ 各種取扱説明書 

◯・ 主要な材料・機器一覧表（材料名、メーカー名、施工業者名、色番号を

記入した仕上表等） ・ 

その他提出図書 

・ 鍵リスト及び平面図  ・ 保証書 

背中合せ黒表紙金文字製本（Ａ４判：２部）   ※ 作成する  ・ 作成しない 

（対象書類は、仕様書、特記仕様書、図面一式（Ａ３縮小版）、その他上記

の提出書類で監督員と協議したものとする。また、電子納品を行った場合は、

成果品（CD-R を原則とする）2 部のうち１部を同封すること。） 

 

・ 本工事は、電子納品対象工事とする。 

※ 本工事は、電子納品を行わない。 

（電子納品とは、調査、設計、工事などの各業務段階の成果品を電子データ

で納品することをいう。ここでいう電子データとは、「広島市電子納品の手引」

（以下「要領等」という。）に基づいて作成したものを指す。） 

本工事は、設計図（発注図）CAD データを 

※ 貸与する  ・ 貸与しない 

（貸与した CAD データは当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的

に使用してはならない。） 

工事の着手前に必ず監督員と電子納品について事前協議を行うこと。 

成果品は、「要領等」に基づいて作成した電子データを電子媒体（CD-R

を原則とする）で 2 部提出する。 

電子媒体提出の際には、エラーがないことを確認した後、ウィルス対策

ソフトによるチェックを実施したうえで提出すること。 
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15．完成写真 

 

 

 

 

 

 

 

16．ワンデーレスポ

ンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.イメージアップ 

 

受注者は、撮影等について監督職員の承諾受けて決定し、下記のものを原

版等共に監督職員に提出する。(フリーアルバム､Ａ４判製本各１部) 

 

分類・規格 撮影枚数 原版の大きさ等 

 
※ カラー 

 ※ キャビネ判 

 ・ 全紙パネル 

 ・ 手札判  

外部 ・  枚 

   ・  枚 

外部 10 ㎝×12.5 ㎝または 

200 万画素以上 

内部 ・  枚 

   ・  枚 
内部 6 ㎝×9 ㎝または 

200 万画素以上 

 

・ 本工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事であり、次のことに取り

組むこと。 

①受注者は施工計画書に記載する計画工程表の提出にあたって、作業間

の関連把握や工事の進捗状況等を把握できる工程管理方法について、

監督職員と協議を行うこと。 

②受注者は工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実

施工程を比較照査し差異が生じた場合は速やかに監督職員へ報告する

こと。 

③発注者が効果・課題等を把握するためアンケート等のフォローアップ

調査を実施する場合、受注者は協力すること。 

 

イメージアップの実施について 

・ 本工事は、（仮設費、安全施設、営繕施設）に係わるイメージアップの

経費を見込んでいる。 

・ 本工事は、（仮設費、安全施設、営繕施設）に係わるイメージアップの

経費を見込んでいるほか、別途イメージアップ施策を追加する予定が

ある。 

・ 本工事は、（仮設費、安全施設、営繕施設）に係わるイメージアップの

経費を見込んでいるほか、別途イメージアップとして、（    ）を

追加する予定である。 

２章 仮設工事 
   
１．監督職員事務所 

 

２．監督職員事務所

の備品等 

 

 

３．工事用水 

 

 

４．工事用電力 

 

 

５．下水道の使用 

 

 

６．トイレユニット 

 

７．手すり先行足場 

(2.3.1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2.3.1) 

 

 

・ 設置する（   ㎡）   ◯・ 設置しない 

   

・ 机、椅子（ 個） ・ 書棚（ 個） ・ 黒板（ 個） 

・ 冷暖房機器（ 台） ・ 消火器（ 台） ・ 保護帽（ 個） 

・ 受注者加入電話の子機( 台） ・ 安全帯（ 個） 

・ 安全靴（ 足） ・ 雨合羽（ 着）  ・  

構内既存の施設 ・ 利用できる（・ 有償  ・ 無償） 

 ◯・ 利用できない 

 

構内既存の施設 ・ 利用できる（・ 有償  ・ 無償） 

 ◯・ 利用できない  発電機(25KVA)10 日見込んでいる 

 

構内既存の施設 ・ 利用できる（・ 有償  ・ 無償） 

 ◯・ 利用できない 

 

※ 設ける ・ 設けない（既存の施設を利用できる） 

  水洗式 1 棟を見込んでいる 

・ 使用する  使用箇所（                  ） 

  足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」につい

て」(厚生労働省基発第 0424001 号平成 21 年 4 月 24 日)の「手すり先行工

法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関

する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組

立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足

場方式により行うこと。（幅木の内外設置・躯体側の手すり機能を有するものとする） 
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３章 土工事 

１． 埋戻し及び盛土 

の種別 

 

 

 

 

 

２．建設発生土の処理 

 

３．山留めの撤去 

(3.2.3) 

 

 

 

 

 

 

(3.2.5) 

 

(3.3.3) 

・ Ａ種 

※ Ｂ種（根切り土の中の良質土） 

・ Ｃ種（他現場の建設発生土の中の良質土） 

   「広島市建設発生土取扱要領」及び「広島市建設発生土利用基準」を遵守すること。 

・ Ｄ種（再生コンクリート砂） 

・ 建設汚泥から再生した処理土 

 

※ 指定処分（条件明示による） 

  場内敷き均し 

※ する   ・ しない（存置する） 

４章 地業工事 

１．試験杭 

 

２．既製コンクリー

ト杭地業 

(4.2.2) 

 

(4.3.2) 

位置 図示による 

本数     本 

種   ・ ＰＨＣ杭 ・ ・ 

品 質 
・ Ａ種 ・ Ｂ種 

・ Ｃ種 
  

継 手 ・ なし ・ あり（   ヶ所） 

先 端 部 形 状 ・ 閉そく平坦 ・ 閉そくペンシル形 ・ 開放平坦 

先 端 部 補 強 ・ なし ・ あり 

杭 頭 処 理 ・ 行わない ・ 行う（           ） 
 

(4.3.4) ・ セメントミルク工法 

 支 持 地 盤 ・ 図示による      ・  

オ ー ガ ー 種 別 ・ 湿式アースオーガー  ・ 

プレボーリング掘削深さ ＧＬ－   ｍ 

杭 の 打 止 め 処 理 ・ 圧入  ・ ドロップハンマーによる軽打 

 

(4.3.5) 

・水平方向の位置ずれ  ・杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下・  

・ 特定埋込杭工法 

 ・ 建築基準法に基づく埋込杭工法 または 認定埋込杭工法 

３．場所打ちコンク

リート杭地業 

(4.5.1 

～4) 

 掘 削 方 法 ・ アースドリル工法 ・ リバース工法 ・ オールケーシング工法 

コンクリートの強度 
・ 21Ｎ/mm2 

・ 

構造体コンクリート強度と供試体の強度差を考慮した割増 

※３Ｎ/mm2    ・  Ｎ/mm2 

コンクリートの種別 ・ Ａ種     ・ Ｂ種 

孔壁測定装置 ・ 適用する   ・ 適用しない 

４．杭発生土の処理 

 

 

 

 

５．砂利及び砂地業 

 

 

 

 

 

(4.6.3) 

・ 発生土として「３章土工事」の「2.建設発生土の処理」を適用する。 

・ 不良土として産業廃棄物処分場（安定型）へ搬出する。 

・ 汚泥として再資源化施設、産業廃棄物中間処理施設、産業廃棄物処分

場（管理型）のいずれかへ搬出する。 

 種   類 厚 さ（㎜） 施 工 場 所  

※ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 ・ 60  ◯・ 100 
基礎、床 

 

・ 再生砂 ・ 
 

 

６．床下防湿層 (4.6.5) ◯・ ポリエチレンフィルム 厚さ 0.15 ㎜以上 

  重ね合わせ及び基礎梁際ののみ込み 縦横共 250 ㎜ 

施工範囲   ※ 図示による  ・ 
 



                                 〈新営〉№6（19-10） 
 

５章 鉄筋工事 
   

 １．鉄筋 (5.2.1) ※ 異形鉄筋 

 種類の記号 径 

※ ＳＤ295Ａ Ｄ10、Ｄ13 

・ ＳＤ345 Ｄ19 以上 

・   

 

２．溶接金網 

 

 

３．継手 

 

 

４．耐久性上不利な

箇所等の鉄筋の

かぶり厚さ 

 

５．各部配筋 

 

 

６．圧接完了後の圧

接部の試験 

 

(5.2.2) 

 

 

(5.3.4) 

 

 

(5.3.5) 

(6.8.1) 

  

 

(5.3.7) 

 

 

(5.4.10) 

 

 

 

網目の形状、寸法及び径（㎜） 

・ 100×100×6    ・ 

 

柱及び梁の主筋  ・ ガス圧接継手（Ｄ19 以上）  ◯・ 重ね継手 

          ・ 機械式継手又は溶接継手 

 

・ 外部に面する打放し仕上げ部分  60 ㎜（40＋増打厚さ 20） 

・  

 

 

◯・図示による    

・標準仕様書参考図による 

 

抜取試験  ・ 超音波探傷試験   ・ 引張試験 

 試験機関は第三者機関とし、監督職員の承諾を得ること。 
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６章 コンクリート工事 
   

 １．コンクリートの

種類及び強度 

(6.2.1 

～2) 

※ 普通コンクリート 

 設計基準強度(Fc) 
(N/mm２) 

気乾単位 
容積質量 

スランプ 
(cm) 

適 用 箇 所 

◯・ 18 

2.3t/m3 
程度 

◯・ 15 捨てｺﾝ 

・ 18  

・ 21 
・ 15  

・ 18  

◯・ 24 
◯・ 15 基礎、床 

・ 18  
 

(6.10.1) ・ 軽量コンクリート 

 設計基準強度(Fc) 
(N/mm２) 

気乾単位 
容積質量 

種別 
スランプ 
(cm) 

適 用 箇 所 

・ 18 
1.4～
2.1t/m3  

１種   

・ 21 
1.4～
2.1t/m3  

１種   

 
 

２．構造体コンクリ

ートの仕上り 

(6.2.5) 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ 

 種  別 適 用 箇 所 
・ Ａ種 ・ 図示  ・ 
・ Ｂ種 ・ 図示  ・ 
・ Ｃ種 ・ 図示  ・ 

 

３．コンクリートの

材料 

 

 

(6.3.1) 

 

 

※ 普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種 

  又はフライアッシュセメントＡ種 

・ 高炉セメントＢ種  適用箇所（              ） 

アルカリシリカ反応性による区分 

※ 適用する （Ａとする） 

・ 適用しない（対策：         ） 

 

混和剤  ※ スランプ 15 の場合 … ＡＥ減水剤 

※ スランプ 18 の場合 … 高性能ＡＥ減水剤 

４．塩化物量及び 

アルカリ総量 

 

５．単位水量の測定 

(6.5.4) 

 

 

 

アルカリ総量 

※ 適用する（3.0kg／ｍ3 以下とする） 

・ 適用しない 

※ 行わない  ・ 行う（                  ） 

６．型枠のせき板 (6.8.2) ※ コンクリート型枠用合板（厚さ 12mm） 

・ 床型枠用鋼製デッキプレート（建設技術評価「鉄筋コンクリート造建

築物等における床型枠用鋼製デッキプレートの開発」において評価を取

得したもの、または評価名簿による） 

・ 特殊樹脂型枠 

・ 断熱材兼用型枠（建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」

において評価を取得したもの）25mm 以下かつ熱抵抗値 1mh℃/kCal 以上 

・ MCR 工法用シート（仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による） 

・ メッシュ型枠 

７．無筋コンクリー

ト 

(6.14.1)  設計基準強度(Fc) 
(N/mm２) 

気乾単位 
容積質量 

スランプ
(cm) 

適 用 箇 所 

 18 
・  

2.3t/m3
程度 
 

・ 15  

・ 18  
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８．コンクリ－トの

強度試験 

 

※ コンクリートの強度試験については、工事全体でコンクリート総量が 

50 ㎥以上の場合は第三者機関で行い、50 ㎥未満の場合は生コン会社の 

試験でもよいこととする。（型枠存置用は、生コン会社の試験でもよい。） 

 なお、生コン会社の試験の場合は、原則として現場代理人等が立会す

ること。 
生コン会社の試験でよい部位（                         ） 

・ 行わない 

７章 鉄骨工事 
   

１．鉄骨製作工場 

 

 

２．施工管理技術者 

(7.1.3) 

 

 

(7.1.4) 

加工能力等の指定 

・ する(           )   ・ しない 

 

・ 適用する   ・ 適用しない 

 

３．鋼材の種別 (7.2.1)  種類の記号 施 工 箇 所  

・ ＳＮ400Ａ  

・ ＳＮ400Ｂ,ＳＮ490Ｂ  

・ ＳＮ400Ｃ,ＳＮ490Ｃ  

  

  

 

４．高力ボルト 

 

 

５．アンカーボルト 

 

 

６．デッキプレ－ト 

 

 

 

７．柱底均しモルタ

ル 

 

８．アンカーボルト

等の設置 

９．溶接技能者 

 

10．溶接部の試験 

 

 

11．耐火被覆材接着

面の錆止め塗装 

 

12．耐火被覆材の種

別及び性能 

(7.2.2) 

 

 

(7.2.4) 

 

 

(7.2.7) 

 

 

 

(7.2.9) 

(7.10.3) 

 

(7.10.3) 

 

(7.6.3) 

 

(7.6.12) 

 

 

(7.8.2) 

 

 

(7.9.2) 

・ トルシア型(JSSⅡ09 による認定品)  ・ JIS 型(２種(Ｆ10Ｔ)) 

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト(１種(Ｆ8Ｔ相当)） 

・ その他（建築基準法に基づく認定を受けた高力ボルト） 

材質 構造用アンカー ※JIS G 1220（構造用両ねじアンカーボルトセット） 

   建方用アンカー ※JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材） 

 

材質・形状・寸法は図示による。 

耐火時間の要求    ・ あり   ・ なし 

 ・ 構造床用    ・ 合成スラブ用    ・  

 

材料 ・ 無収縮モルタル（工法：Ａ種） 

   ・ モルタル ・図示による 

 

工法 ・ Ａ種  ・ Ｂ種    

 

技量付加試験を  ・ 行う   ※ 行わない 

 

超音波探傷試験を ・ 行う   ※ 行わない  

試験機関は公正な第三者機関とし、監督職員の承諾を得ること。 

 

・ 塗装する（種別：             ） 

 

 

耐火被覆材 

 ・ 耐火材吹付け（ ・ 乾式   ・ 半乾式   ・  湿式 ） 

 ・ 耐火板張り 

・ 耐火材巻付け 

・ ラス張りモルタル塗り 

性能  ・ 

 

◯・ｶﾞﾚｰｼﾞﾒｰｶｰ仕様による 
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８章 建具工事 
   

１．防火戸 

 

 

２．見本の製作等 

 

 

 

 

３．アルミニウム製

建具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.1.3) 

 

 

(16.1.4) 

 

(16.1.6) 

 

 

(16.2.2) 

(16.2.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火戸の指定及びその自動閉鎖機構及び煙感知器等との連動は、図示によ

る。 

 

建具見本の製作   ・ する     ※ しない 

仮組        ・ 行う     ※ 行わない 

開口部の侵入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部品」の適用は、

図示による。 

 

建具の性能等級等 

コンクリート系下地及び鉄骨下地 

 性能項目 等        級  

耐風圧性 ・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ ・ 

気 密 性 ・ Ａ－３ ・ Ａ－４ ・ 

水 密 性 ・ Ｗ－４ ・ Ｗ－５ ・ 

表面処理 

外部 ・ Ｂ－１種  ・ Ｂ－２種  ・  

    （色調 ・ブロンズ ・ステンカラー ・ブラック） 

屋内 ・ Ｃ－１種  ・  

 

木下地 

性能項目 等        級 

耐風圧性  ・ Ｓ－２ ・ Ｓ－３ 

気 密 性  ・ Ａ－３ 

水 密 性  ・ Ｗ－３ 

表面処理 外部 ・ Ｂ－１種  ・ Ｂ－２種 ・  

    （色調 ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ ・ﾌﾞﾗｯｸ） 

屋内 ・ Ｃ－１種 ・ 

 

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 

  ・ Ｔ－１   ・ Ｔ－２   ・ Ｔ－３ 

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 

  ・ Ｈ－１   ・ Ｈ－２   ・ Ｈ－３ 

耐震ドアセットの面内変形追随性の等級 

  ・  

 

(16.2.3) 

 

 

 

 

◯・ ｶﾞﾚｰｼﾞﾒｰｶｰ仕様による 

網戸の防虫網 

 ・ 合成樹脂製  ・ ガラス繊維入り合成樹脂製 

 ・ ステンレス(SUS316)製 

取りはずし方式   ・ 内外障子共完全内はずし式（出入口は除く） 

 ・ 外部建具（                    ） 

 ・ 内部建具（                    ） 

 

◯・ ｶﾞﾚｰｼﾞﾒｰｶｰ仕様による 
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４．樹脂製建具 

 

(16.3.2) 建具の性能等級等 

コンクリート下地系及び鉄骨下地 

性能項目 等        級 

耐風圧性 ・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ ・ 

気 密 性 ・ Ａ－４ ・ 

水 密 性 ・ Ｗ－４ ・ Ｗ－５ ・ 

 

木下地 

性能項目 等        級 

耐風圧性 ・ Ｓ－２ ・ Ｓ－３ 

気 密 性 ・ Ａ－４ 

水 密 性 ・ Ｗ－３ 
 

 

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 

  ・ Ｔ－１   ・ Ｔ－２    

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 

  ・ Ｈ－４   ・ Ｈ－５ ・ Ｈ－６ 

 

５.鋼製建具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.鋼製軽量建具 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.4.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.5.2) 

 

(16.5.3) 

簡易気密型ドアセット 

  ・ 適用する   ・ 適用しない 

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 

  ・ Ｔ－１   ・ Ｔ－２   ・ Ｔ－３ 

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 

  ・ Ｈ－１   ・ Ｈ－２   ・ Ｈ－３ 

耐震ドアセットの面内変形追随性の等級 

  ・  

開口補強  ・ 扉のラッチ受座用切込開口補強 

      ・ 枠の解錠機構用切込開口補強 

簡易気密型ドアセット 

  ・ 適用する   ・ 適用しない 

材質（学校用間仕切り建具を除く） 

 

 区  分 材       質 

く つ ず り ・ ステンレス鋼板 1.5mm 

召 合 わ せ 、 

縦小口包み板等 

・ 鋼板       

・ ステンレス鋼板  ・ アルミニウム合金 

表 面 板 ・ カラー鋼板  ・ ビニル被覆鋼板  ・ 鋼板 
 

７.ステンレス製 

建具 

 

 

 

 

 

 

(16.6.2) 

(16.6.4) 

(16.6.5) 

 

 

 

 

 

 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 

  ・ Ｔ－１   ・ Ｔ－２   ・ Ｔ－３ 

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 

  ・ Ｈ－１   ・ Ｈ－２   ・ Ｈ－３ 

耐震ドアセットの面内変形追随性の等級 

  ・  

表面仕上げ   ・ ＨＬ仕上げ   ・  

曲げ加工    ・ 普通曲げ    ・ 角出し曲げ 

 ８.木製建具 

 

 

 

 

(16.7.2) 

 

 

 

 建物内部の木製建具に使用する表面材及びホルムアルデヒド水溶液を用い

た建具用でん粉系接着剤のホルムアルデヒドの放散量 

 ・ Ｆ☆☆☆☆  ・ 第三種 
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 ９．建具用金物 

 

 

 

 

 

 

(16.8.2) 

 

(16.8.4) 

 

 

 

 

 主要な金物は、見本品により監督職員の承諾を受ける。 

欄間等の軽微な箇所のレールは、合成樹脂製としてよい。 

マスターキー 

 ・ 製作する（  本）   ◯・ 製作しない 

 ・ 既存のマスターキーに合わせる 

グランドマスターキー 

 ・ 製作する（  本、  系統）   ◯・ 製作しない 

鍵箱   ・ 設ける（  個用）    ・ 設けない 

 

 

10．自動ドア開閉 

装置 

 

 

 

 

 

(16.9.3)  引き戸用検出装置 

種  類 

・ 光線（反射）  ・ 熱線 ・ 音波 

・ 光電   ・ 電波  ・ タッチ ・ 押しボタン 

・ 多機能トイレ 

取付位置 ・ 床面 ・ 天井面 ・ 壁面  ・ 無目 

 

11．重量シャッター 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．軽量シャッター 

(16.11.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.12.2) 

 

 

(16.12.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.12.4) 

 

(16.12.2) 

 連動制御盤及び煙感知器は、別途工事とする。 

用途による種類 

・ 管理用シャッター 

・ 外壁用防火シャッター 

   耐風圧強度  一般（   ）N/㎡  外壁用（   ）N/㎡ 

・ 屋内用防火シャッター 

・ 屋内用防煙シャッター 

シャッターケース（防火・防煙以外） ・ 設ける  ・ 設けない 

 

耐風圧強度  （   ）N/㎡ 

シャッターケース   ◯・ 設ける   ・ 設けない 

 

材質 

名   称 材     質 

ス ラ ッ ト ※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

・JIS G 3322（塗装溶融 55％アルミニウム-亜鉛合金鋼板及び鋼帯） 

ガイドレール 

（中柱は除く） 

ステンレス鋼板 厚さ 1.5mm 

中    柱 鋼板（内法高さ 2.5ｍ以上の場合は補強型とする） 

座板（外部） ステンレス形鋼 ２Ｌ－3×30×30 

 

スラットの形状 

・ インターロッキング形   ・ オーバーラッピング形 

・ 上部電動式（手動併用）  ※ 手動式 

 

 

◯・ｶﾞﾚｰｼﾞﾒｰｶｰ仕様による 
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13．オーバーヘッド

ドア 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.13.2) 形式及び機構  

 種  類 区      分  

セクション材料 
・ スチールタイプ   ・ アルミニウムタイプ 

・ ファイバーグラスタイプ 

開 閉 方 式 ・ バランス式 ・ チェーン式 ・ 電動式 

収 納 形 式 
・ スタンダード形   ・ ローヘッド形 

・ ハイリフト形    ・ バーチカル形 

耐 風 圧 性 能 ・ 500pa ・ 750pa ・ 1000pa ・ 1250pa ・ 1700pa 

 

14．ガラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16.14.2) ガラス留め材の種別 

 建具の種類 種      別  

アルミニウム製 ・ ガスケット   ・ シーリング材 

鋼 製 ・ シーリング材  ・  

ステンレス製 ・ シーリング材  ・  

木 製 ・ シーリング材   

◯・ ｶﾞﾚｰｼﾞﾒｰｶｰ仕様による 

 

 

15．ガラスブロック

積み 

 

 

(16.14.5) 

防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条

件による。 

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 

・ 図示による 

 

壁用金属枠の取付け 

アンカー等の留付け間隔   

コンクリート系下地及び鉄骨下地   ・ 450mm 

 木下地    ・ 両端から逃げた位置から 450mm以下 

 

16．付属電気設備  自動ドア開閉装置、電動式シャッターの施工範囲 

・ 自動ドア開閉装置の電源スイッチ以降の配線工事（配管、位置ボック

スは除く） 

・ 電動シャッターの操作スイッチ以降からシャッター制御盤までの配線

工事（配管、位置ボックスは除く） 

・ 建築工事標準図№20 による 
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９章 排水工事 
   

１．材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．試験 

(21.2.1) 

 

(21.2.2) 

 

 

 

 

 

 

 

(21.2.3) 

排水管の材種及び管種 

 ・ＶＵ ・ＶＰ ・ＲＳ－ＶＵ ・外圧管（１種） ・ＤＶ ・ＶＵ継手 

呼び径等は図示による 

排水桝の種類は図示による 

鋳鉄製ふたの名称、種類及び適用荷重は図示による 

グレーチングの材質、用途、適用荷重、メインバーピッチは図示による 

地業  図示による 

    再生クラッシャラン RC-40 の使用 ・ する  ・ しない 

埋戻し及び盛土の種別 

  ・ Ａ種  ・ Ｂ種  ・ Ｃ種  ・ Ｄ種 

通水試験  ・ 行う  ・ 行わない 

１０章 舗装工事 
   

１．路床 

 

 

 

 

 

 

 

２． 路盤 

 

 

 

 

 

 

 

３．アスファルト舗    

装 

 

(22.2.3) 

 

 

 

 

(22.2.5) 

 

 

(22.3.2) 

 

(22.3.3) 

 

 

 

(22.3.5) 

 

(22.4.2) 

 

(22.4.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(22.4.5) 

(22.4.6) 

 

 

舗装厚  ※ 図示による 

 

種類（表層） 

 地  域 種      類 

※ 一般地域 

※ 再生密粒度アスファルト混合物（13） 

※ 再生細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 密粒度アスファルト混合物（13） 

・ 細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 寒冷地域 
・ 密粒度アスファルト混合物（13F） 

・ 細粒度ギャップアスファルト混合物（13F） 

 

盛土材料 (表 3.2.1) 

  ・ Ａ種  ・ Ｂ種  ・ Ｃ種  ・ Ｄ種 

 

路床安定処理用添加材料  ・ 

 

試験  ＣＢＲ試験    ・ 行う   ※ 行わない 

    締固め度の試験  ・ 行う   ※ 行わない 

 

路盤厚（車道部）  ◯・10 ㎝         ・ 図示 

 

材料 ※ 再生クラッシャラン RC-30 

・ クラッシャラン C-40 

   ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ CS-40 

    

厚さ、締め固め度試験  ・ 行う   ◯・ 行わない 

 

舗装厚  ※ 5 ㎝ 

 

種類（表層） 

地  域 種      類 

※ 一般地域 

※ 再生密粒度アスファルト混合物（13） 

・ 再生細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 密粒度アスファルト混合物（13） 

・ 細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 寒冷地域 
・ 密粒度アスファルト混合物（13F） 

・ 細粒度ギャップアスファルト混合物（13F） 

 

シールコート ・ 行う ※ 行わない 

切取り試験 ・ 行う ※ 行わない（軽易な場合） 

アスファルト混合物の抽出試験  

 ・ 行う ※ 行わない 

 

 


